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　賞の内容について説明いたします．Young Investigator Award は 2008 年度までは優秀演題賞としてい

たものを，できるだけ受賞機会を増やすために一人 1 回だけの受賞にすることも意図し，単に優秀な演

題を選ぶということだけでなく，まだ受賞したことのない 40 歳未満（翌年 4 月の時点で）の会員から

選ぶというかたちに変更したものです．本年度は，その 3 回目ということになります．受賞者へは副賞

として，次年度の Asian Society for Pediatric Research（ASPR）に参加し研究内容を発表するための補助

費として，10 万円を贈呈いたします．また，1 位選出の受賞者へは例年通り Pediatric Academic Societies

（PAS）発表者派遣の推薦を日本小児科学会へいたします．幸いにも本学会からの推薦者が採択された場

合は，PAS のほうで発表していただき，ASPR 発表のための補助金は他の 2 人の受賞者のみに与えられ

ます．

　研究奨励賞ですが，小児感染症・免疫にかかわる研究を奨励し援助することを目的に，研究奨励金の

交付を 2006 年度から開始しました．この活動が定着したものになるかどうかは，この試みの成果如何

だと思います．特に研究費の捻出が困難な一般病院や開業医の先生方の応募を強く歓迎し募集している

ものです．受賞者は 1 人 20 万円を授与されます．奨励金使途およびそれによる研究成果の概要を学会

誌において報告し，また研究成果は本学会学術集会においても発表していただくことになっています．
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授賞式の模様です．Young Investigator Award 受賞者 3 名と研究奨励賞

受賞者 1 名が勢揃いしました．晴れがましく賞状を抱いて会員の前に

立つ受賞者の後ろで「俺の若い頃にもこんな賞があったらなあ…」と

羨ましがる顔もちらほら…．

（左から）河邊慎司先生，長岡義晴先生，中川紀子先生，武井智昭先生
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　2011 年度は岡山で学術集会が開催されます．これまで同様，すばらしい演題が数多く発表されること

と思います．3 名だけに絞り込むことが難しく審査員が悲鳴をあげるくらいに，多くの若手の会員が演

題を登録されますことを期待しております．

　また，これまで研究奨励賞は毎年 2 件，1 件当たりの上限 20 万円としておりましたが，2011 年度か

らは毎年 1 件で上限 40 万円とすることにしました．例年通り，学術集会の演題募集の時期に合わせて

公募いたしますので，ふるってご応募ください．

武井智昭先生は「下気道感染症の原因微生物に関する

網羅的迅速検索～適切な抗菌薬選択をめざして～」で

研究奨励賞を受賞されました．感染症診療最前線の勤

務医ならではの研究の成果に，大いに期待がもたれま

す．

河邊慎司先生は「FISH 法によるウイルス感染細胞同

定／定量法の慢性活動性 EB ウイルス感染症への臨床

応用」の研究で YIA を受賞されました．今回最高得点

での受賞であり，また日本小児科学会の推薦を受けて，

2011 年春の PAS／ASPR 合同学術集会で発表すること

が決まっております．

長岡義晴先生は「新型インフルエンザ肺炎症例におけ

る，血中酸化ストレスマーカーおよびサイトカインの

検討」の研究で YIA を受賞されました．今回新型イン

フルエンザに関する演題が数多く発表され，いずれも

内容のあるものばかりでしたが，長岡先生の発表はそ

のなかでも抜きん出たものでした．

中川紀子先生は「TREC および KREC 定量による T 

細胞・B 細胞欠損症スクリーニングへの応用」の研究

で YIA を受賞されました．今回紅一点（唯一の女性受

賞者であり，免疫分野の研究のなかで最も優れた発表）

の存在で花を添えてくださいました．審査員一同はさ

らに研究が実を結ぶことを確信しております．


